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●政治・行政、教育・文化、医療等の都市機能が集積

●本県を含む南東北 3県の結節点に位置し、東北新幹線・山形新幹線、
東北自動車道、東北中央自動車道といった高速交通網が充実

●豊かな自然が織りなす美しい景観や飯坂温泉、土湯温泉、岳温泉と
いった数々の温泉地や「福島わらじまつり」、「二本松の提灯祭り」
を始めとする伝統行事など多くの観光資源

福島市・二本松市・伊達市・本宮市・桑折町・
国見町・川俣町・大玉村

■福島県の中通り北部に位置
■西に吾妻・安達太良連峰、東に阿武隈高地
■中心部を阿武隈川が流れている

●産業構造の内訳（上位）
　製造業	 470,899 百万円（25.0％）
　不動産業	 177,359 百万円（  9.4％）
　保健衛生・社会事業　164,230 百万円（  8.7％）

●情報通信、輸送用機械産業などの製造業が集積

●農業では、野菜や県内最大の生産額を誇る果樹を中心とする北部地
域、稲作が主体の南部地域、畜産等が盛んな中山間地域に分けられ
る

県 北 地 域

1 地域の概要・特徴
面　積

1,753.34㎢
（県全体の 12.7％）

人　口
462,134人
（県全体の 25.5％）

（年少 10.8％ / 生産 56.0％ / 高齢 33.2％）

世帯数
188,185世帯

（県全体の 25.3％）

地域内総生産
1兆8,854億円
（県全体の 23.8％）

就業人口
239,518人
（県全体の 26.0％）

概　要

東北中央自動車道福島大笹生IC

もも受粉作業

特　徴
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●安心して子どもを生み育てることができる環境づくりが求められています。

●国内有数の産地である果物を始めとする農産物や加工食品に対する安全・安心が求められています。

●不登校やいじめ対策、障がいのある子どもたちへの一貫した支援など、学びのセーフティネットの
充実が求められています。

●生涯にわたり心身ともに健康で生活できるよう、子どもの頃からの健全な食生活とともに、運動習
慣の定着及び健康診断の受診率向上が求められています。

●医療、介護・福祉分野における人材不足に対し、その育成・確保が急務となっています。

●人口の減少や高齢化の進行により、地域活力の低下と地域コミュニティの維持が課題となって
います。

●自然・食・温泉などの魅力の発信による観光・交流人口の拡大及び外国人観光客の受入態勢の整備
が求められています。

2 地域の課題

豊かな自然や都市機能、交通インフラをいかし、地域経済を支え
る産業の振興や多彩な交流を通した地域活性化を図るとともに、
誰もが安心して暮らせる環境づくりを進めます。

県北地域の目指す方向性

地域の課題

課題1 安全で安心な暮らしの確保

課題2 人口減少社会における地域の維持・活性化

施策1 「誰もが安心していきいきと
暮らせる環境づくり」を図ります。

P.159 へ

施策2 「多彩な交流を通した地域の
活性化」を図ります。

P.159 へ



地域別の主要施策

地
域
別
の
主
要
施
策

第
５
章

158

●地元大学の持つ学術研究機能、恵まれた交通インフラ等のポテンシャルを最大限にいかした幅広い
産業の育成・集積が求められています。

●幅広い産業で人材が不足しており、その育成・確保が課題となっています。

●農林業における生産者が意欲を持って経営できるよう、担い手の育成や収益性の高い経営・生産方
式の導入、高付加価値化や鳥獣被害対策が求められています。

●事業主の高齢化や後継者不足による廃業や空き店舗が増えており、地域経済の衰退や商業機能の低
下が危惧されています。

地域の課題

課題3 地域産業の振興と人材の育成・確保

施策3 「地域経済を支える産業の振興、
人材の育成・確保」を図ります。

P.160 へ

●東日本大震災からの復興・創生を支え、新たな交流を生み出す道路ネットワーク及び地域生活を支
える社会基盤として、道路整備が求められています。

●台風や集中豪雨に伴う洪水等大規模な自然災害に対応するため、消防団を中核とした地域防災体制
の維持や市町村と連携した命を守る行動につながる情報発信が求められています。

●大規模災害時においても、住民生活や生産活動に必要な機能が維持されるとともに、速やかに復旧
できる災害に強い社会基盤の整備が求められています。

課題4 持続可能な生活を支える環境の整備

施策4 「災害に強く、持続可能な生活を支える基盤の整備」を図ります。
P.161 へ




